
第２章　公害苦情と処理状況 

 (1)　苦情処理状況（各年度別）
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　本市の公害苦情は、事業活動によるものから住民の日常生活によるものまで多岐に渡っています。その内容
は、焚火等の屋外での燃焼によるばい煙、資材置場や建設作業現場での騒音及び振動などです。中でも建設作
業等による工事騒音、振動について多くの苦情が寄せられています。また、隣同士のコミュニケーションの不足な
どからくる近隣苦情が近年増加している傾向にあります。

　平成25年度の苦情発生件数は15件でした。苦情を種類別に見てみると水質関係が7％（1件）、騒音関係が60％
（9件）、振動関係が33％（5件）となっています。

　発生源としては、土木等建設工事業が全体の53％（8件）、飲食店が13％（2件）、医療業、保健衛生業、廃棄物処
理業、洗濯・理容・浴場業、石油製品・石炭製品製造業、その他サービス業が各7％（各１件）となっています。

20年度

21年度

25年度以前
繰越分

発生件数

処理件数
22年度

その他

25年度

処理件数

処理
率％

23年度

24年度 70.0
発生件数

処理件数

発生件数

処理件数

発生件数

処理件数

発生件数

発生件数

処理件数

繰越件数

処理件数
72.7

87.5

40.0

60.0

71.4

45.5

苦情発生件数の推移

地盤
沈下

合計
大気
汚染

水質
汚濁

土壌
汚染

年　　度 騒音 振動 悪臭

0

5

10

15

20

25

H20 H21 H22 H23 H24 H25

発
生
件
数
 

大気 

水質 

騒音 

振動 

悪臭 

土壌 

地盤 

その他 

合計 

6



 (2)　苦情発生状況
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　ウ　25年度発生源別
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